
 

 

 
 
 
 

 

 

 

と

ど

調査対象 

抽出・調査

調査期間 

回答者数 

４ 多文

（１） 「

  
  

問 21 今ま

「多文化共

と「聞いたこ

ど理解してい

「聞いたこと

聞い

平

愛知県内に

査方法 層化

平成 28 年

1,447 人（

化共生に

「多文化共生

"聞いたこ

"聞いたこ

までに、「多文

共生社会」とい

ことはあるが

いない」（12.
とがない」と

いたことがない 
44.6% 

わか
4

平成２８年

に居住する

化二段無作為

12 月 7 日か

（48.2％） 

について 

生社会」と

ことがある"

ことがない"

文化共生社会

いう言葉の認

が、意味はあ

.9%）を合わ

と答えた人の

らない
.8% 

無回答
5.1% 

年度第２回

18歳以上の

為抽出法・郵

から 12 月 2

という言葉の

"が 45.5%
"が 44.6%

会」という言

認知状況につ

あまり理解し

わせた"聞いた

の割合は 44.6

答 

1 

 

回県政世論

の男女 3,00

郵送法 

6 日まで 

の認知状況

 
 

言葉を聞いた

ついて、「聞い

していない」

たことがある

6%となって

"聞い
が
4

論調査結

00人 

況 

たことがあり

いたことがあ

（18.4%）、「

る"と答えた人

ている。 

いたこと 
ある" 
5.5% 

果＜抜粋

りますか？【

あり、意味も

「聞いたこと

人の割合が 4

聞い
理解

聞い
ほと

粋＞ 

【○は１つ】

も理解してい

はあるが、

45.5%であっ

いたことがあり
解している 

14.2% 

聞いたことはあ
あまり理解して

18.

いたことはある
とんど理解して

12.9% 

件

 

る」（14.2%）

意味はほと

ったのに対し

、意味も

あるが、意味は
ていない 
.4%

が、意味は
いない 

件数＝1,447

参考資料

 

）

ん

し、

料４ 



 

 

 

「多文化共

男

女

＜ 性 別 ＞

18～2

30～3

40～4

50～5

60～6

65歳以

＜年齢別＞

名古屋地

尾張地

西三河地

東三河地

＜地域別＞

自営

勤め

無

＜職業別＞

共生社会」

15.2

13.7

男性

女性

聞いたことがあり、

意味も理解している

15.4

12.4

11.4

13.9

14.6

29歳

39歳

49歳

59歳

64歳

以上

16.3

14.3

12.1

13.5

地域

地域

地域

地域

15.5

12.8

17.7

営業

め人

無職

という言葉

 

18.2

18.7

る 聞いたことはあ

あまり理解して

25.5

20.0

18.3

19.9

16.8

18.2

19.5

17.8

17.9

19.9

7

20.4

18.9

18

葉の認知状況

13.9

12.3

るが、意味は

いない

聞

は

16.1

10.8

13.7

13.4

12.7

15.1

5 13.2

11.5

17.2

9.9

4

8.5

14.

13.4

11.7

2 

況（性別、

聞いたことはあるが、

はほとんど理解してい

10.9

2

.6

年齢別、

42.7

46.1

意味

いない

聞いたことがな

41.6

45.1

46.8

45.7

48.6

36.5

41.6

46.2

46.6

41.8

35.9

46.5

42.6

地域別、職

3.8

5.3

ない

わからな

6

4.0

3.7

2.3

8.9

4.3

5.1

2

9.2

7.8

3.6

4.2

職業別） 

3

6.2

3.9

47.3

44.7

ない

無回答

3.6

6.2

0

3

2.2

2.6

4.8

6.0

5.8

6.8

52.6

46.2

44.4

44.6

43.4

47.9

3

2.1

5.0

5.1

4.1

5.7

49.0

43.6

47.2

43.3

6

5.8

4.8

5.2

50.5

45.1

47.9

聞いたこと

がある 

（計)(%) 

42.7

46.1

41.6

45.1

46.8

45.7

48.6

36.5

41.6

46.2

46.6

41.8

35.9

46.5

42.6

と 聞いたこと

がない

（計)(%) 



 

 

 
 

 

 
 

3
慣

い

（２） 外

 「
「

問 22 愛知

 人が

 
外国人が多

30.9%と最も

慣や文化の違

いる。 

外国人が多い

「治安が悪化

「外国の言葉

知県には、全

が多いことに

多いことにつ

も高く、続い

違いから外国

いことにつ

化するおそ

葉・文化・

全国で 2 番目

についてどう

ついて、「治

いて「外国の

国人とトラブ

ついて 
それがあるの

習慣を知

目に多い 21 万

思いますか

治安が悪化す

の言葉・文化

ブルが起こる

3 

ので、望ま

る機会が増

万人以上の外

。【○は複数

するおそれが

化・習慣を知

るおそれがあ

ましくない

増えるので

外国人の方が

数可】 

あるので、

る機会が増

あるので、望

」が 30.9%
、望ましい

が暮らしてい

望ましくな

えるので、望

ましくない」

% 
い」が 29.0

います。あな

い」と答え

望ましい」（

」（26.2%）

件

0％ 

なたは、外国

た人の割合

（29.0%）、「習

の順になっ

件数＝1,447

国 

 

が

習

て



4 
 

34.5

27.8

27.0

36.4

37.9

26.1

26.0

27.1

32.2

30.0

30.7

29.8

32.0

33.1

27.2

治安が悪化するおそれがある

ので、望ましくない

25.8

31.6

35.8

31.3

31.7

26.7

24.3

25.0

31.5

27.2

32.4

22.7

25.2

31.0

25.9

外国の言葉・文化・習慣を知る

機会が増えるので、望ましい

29.9

23.2

18.2

25.6

29.3

29.5

24.9

21.4

22.6

26.0

30.0

29.8

29.1

27.1

23.4

習慣や文化の違いから外国人とトラ

ブルが起こるおそれがあるので、望

ましくない

21.8

25.7

25.5

25.1

24.5

23.6

22.0

22.9

26.9

23.2

23.4

19.9

21.4

24.3

24.4

地域で外国人と交流できるの

で、望ましい

23.6

20.8

17.5

28.2

21.2

20.2

22.0

24.0

27.2

20.2

20.0

17.7

15.5

23.9

19.0

地域の経済的な発展の維持に

つながり、望ましい

10.1

7.3

5.8

10.3

10.8

8.8

6.9

5.7

8.9

7.9

8.6

9.9

13.6

8.7

7.0

日本人の雇用を脅かしたり、低賃金

化につながるおそれがあるので、望

ましくない

外国人が多いことについて（性別、年齢別、地域別、職業別） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

＜ 性 別 ＞ 

女 性 

1 8 ～ 2 9 歳 
3 0 ～ 3 9 歳 
4 0 ～ 4 9 歳 

6 0 ～ 6 4 歳 
5 0 ～ 5 9 歳 

＜ 地 域 別 ＞ 

名 古 屋 地 域 

尾 張 地 域 

西 三 河 地 域 

東 三 河 地 域 

男 性 

＜ 年 齢 別 ＞ 

6 5 歳 以 上 

自 営 業 

無 職 

＜ 職 業 別 ＞ 

勤 め 人 

＜ 性 別 ＞ 

女 性 

1 8 ～ 2 9 歳 
3 0 ～ 3 9 歳 
4 0 ～ 4 9 歳 

6 0 ～ 6 4 歳 
5 0 ～ 5 9 歳 

＜ 地 域 別 ＞ 

名 古 屋 地 域 

尾 張 地 域 

西 三 河 地 域 

東 三 河 地 域 

男 性 

＜ 年 齢 別 ＞ 

6 5 歳 以 上 

自 営 業 

無 職 

＜ 職 業 別 ＞ 

勤 め 人 

（％） 



 

 
 
 

 

 
 
 

国

の

外

 

（３） 皆

 「

問 23 今後

 たい

皆が安心し

国人住民が交

の共生の問題

外国人に話し

通訳支援や日
ＮＰＯやボラ

参加し

わか

皆が安心して

「日本人住民

後、皆が安心

いと思います

して暮らせ、

交流する機会

題は行政が解

しかけるよう

日本語学習支援
ランティアの活

して支援したい 
3.9% 

なるべく関わり
13.3%

その他 
3.3% 

からない 
24.0% 

て暮らせ、

民と外国人

心して暮らせ

すか？【○は

外国人も活

会があれば参

解決すべきで

うにするなど

 

など
動に

りたくない 
% 

無回答 
3.9% 

外国人も活

人住民が交流

せ、外国人も

は１つ】 

活躍できる地

参加したい」

であるから、

ど、日常生活

5 

活躍できる

流する機会

も活躍できる

地域社会とす

と答えた人

積極的に何

活の中で関わ

る地域社会

会があれば

地域社会と

るためにし

人の割合が 2
何かをしよう

わっていきた

とするため

参加したい

していくため

たいことにつ

2.5%と最も

とは思わない

い」（14.1%

日本人住
する機

自分から外国
ようにするな

中で関わ

めにしたい

い」が 22.5

めに、あなた

ついて、「日

も高く、続い

い」（15.0%
%）の順にな

住民と外国人住民
機会があれば参加

22.5% 

国人に話しかけ
など、日常生活

わっていきたい 
14.1% 

外国人との
行政が解決すべ

積極的に何か
思わ
1

件

いこと 
5% 

たはどうし

本人住民と外

て「外国人

）、「自分か

っている。

民が交流
加したい 

ける
活の

の共生の問題は
べきであるから
かをしようとは
わない 
5.0% 

件数＝1,447

 

外

と

ら

、 
 



 

皆

 

 

皆が安心し

（性別、年

男

女

＜ 性 別 ＞

日本

する

18～2

30～3

40～4

50～5

60～6

65歳以

＜年齢別＞

名古屋地

尾張地

西三河地

東三河地

＜地域別＞

自営

勤め

無

＜職業別＞

して暮らせ、

年齢別、地域

男性

女性

＞

本人住民と外国人住民

る機会があれば参加

1

29歳

39歳

49歳

59歳

64歳

以上

＞

地域

地域

地域

地域

＞

1営業

め人

無職

＞

、外国人も

域別、職業

 

19.0

25.7

民が交流

したい
外国人との

行政が解決

から、積極

ようとは思

32.1

22.1

26.6

19.9

17.9

18.8

23.1

21.8

24.8

21.3

18.4

24.4

20.9

も活躍でき

業別） 

16.8

13.5

自

る

活

の共生の問題は

決すべきである

極的に何かをし

思わない

16.9

11.8

14.8

15.6

17.7

16.3

15.4

13.8

12.1

13.6

14.9

16.0

6 

る地域社会

16.0

12.8

分から外国人に話し

ようにするなど、日

の中で関わっていき

16.8

14.4

13.2

14.8

16.8

14.1

13.5

14.8

13.1

16.3

21.4

13.1

15.7

会とするた

16.6

10.4

かけ

常生

たい なるべく関わ

11.7

10.3

15.9

13.1

12.1

13.0

11.8

14.1

13.4

12.8

14.6

13.3

12.2

めにしたい

2.2

5.2

5.1

2.0

通訳支援や日本語学

ランティアの活動に

わりたくない

11.7 4.4

5.1

3.2

4.3

3.5

3.1

4.1

3.2

4.3

2.3

3.1

5.0

3.8

3.4

1.4

3.1

3.7

3.4

2.8

6 1.9

4.4

3.0

2.9

4.0

1.7

いこと 

20.4

27.0

学習支援などＮＰＯや

に参加して支援したい

その他 わか

4 2.2 2

23.1

23.4

23.9

30.6

23.4

24.3

22.2

24.8

28.4

21.4

22.5

26.9

4.0

3.4

やボ

い

らない
無回答

20.4 0.7

4.1

2.7

5.1

1.2

6.8

2.9

4.2

3.1

5.0

5.8

3.6

3.5

（％）

 



 

 

 
 

 

 
 

教

人

（４） 外

 「
での

問 24 外国

 日本

 てい

 
外国人の子

教育や学校で

「日本の学校

（37.7%）、

人学校や朝鮮

外国人の子

「日本の学校

の基本的な生

国人の子ども

本の小・中学

います。こう

子どもの教育

での基本的な

校に就学して

「外国人の子

鮮学校など）

どもの教育

校に就学す

生活につい

もは義務教育

学校に通って

うしたことに

育について、

な生活につい

て進学でき

子どもが日本

に通うので

育 
する前に、授

いて教えるべ

育ではないた

いても勉強

対して、あ

「日本の学校

いて教えるべ

るよう、日

本の学校に行

であれば良い

7 

授業につい

べきである

ため、日本の

についてい

なたは、ど

校に就学する

べきである」

本の学校制

行くかどうか

いと思う」（3

いていける

る」が 54.7

小・中学校

けず、進学で

う思いますか

る前に、授業

と答えた人

制度や進路に

かは自由意志

32.4%）の順

よう最低限

7% 

に通わないこ

できない子が

か？【○は複

業についてい

の割合が 54
についての情

志であるので

順になってい

限の日本語

ことがありま

がいるなどの

複数可】 

いけるよう最

4.7%と最も

情報を提供す

で、外国人学

いる。 

語教育や学校

ます。また、

の問題が起き

最低限の日本語

高く、続い

すべきである

校（ブラジル

件数＝1,447

校      

 

き 

 

語

て

る」

ル

7



8 
 

53.3

55.9

56.9

47.2

56.2

54.3

56.1

57.8

57.2

52.2

54.1

60.3

50.5

53.7

59.4

日本の学校に就学する前に、授業に

ついていけるよう最低限の日本語教

育や学校での基本的な生活について

教えるべきである

35.1

39.7

41.6

34.4

36.0

42.3

37.0

33.9

39.7

35.6

38.3

39.7

28.2

40.1

35.7

日本の学校に就学して進学できるよ

う、日本の学校制度や進路について

の情報を提供すべきである

31.2

33.4

30.7

33.3

36.3

29.8

31.2

31.3

32.0

32.6

31.7

34.8

40.8

31.4

32.7

外国人の子どもが日本の学校に行くか

どうかは自由意志であるので、外国人

学校（ブラジル人学校や朝鮮学校な

ど）に通うのであれば良いと思う

22.6

35.1

23.4

24.1

28.0

33.0

29.5

36.5

32.2

25.7

29.7

37.6

25.2

30.1

30.2

放課後に学習を支援したり、不登校

児童の支援をするための教室を地域

に設けるべきである

22.9

20.1

14.6

22.1

22.3

24.4

21.4

18.2

24.3

20.6

20.7

17.7

20.4

22.6

19.2

子どもを就学させていることを保護

者の在留資格の更新条件にすべきで

ある

17.6

14.1

16.8

16.4

17.5

13.4

15.6

14.6

16.3

16.8

14.8

9.9

18.4

14.9

16.0

外国人の子どもより先に日本人の子ど

もの問題に対応すべきである

外国人の子どもの教育（性別、年齢別、地域別、職業別） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

＜ 性 別 ＞ 

女 性 

1 8 ～ 2 9 歳 
3 0 ～ 3 9 歳 
4 0 ～ 4 9 歳 

6 0 ～ 6 4 歳 
5 0 ～ 5 9 歳 

＜ 地 域 別 ＞ 

名 古 屋 地 域 

尾 張 地 域 

西 三 河 地 域 

東 三 河 地 域 

男 性 

＜ 年 齢 別 ＞ 

6 5 歳 以 上 

自 営 業 

無 職 

＜ 職 業 別 ＞ 

勤 め 人 

＜ 性 別 ＞ 

女 性 

1 8 ～ 2 9 歳 
3 0 ～ 3 9 歳 
4 0 ～ 4 9 歳 

6 0 ～ 6 4 歳 
5 0 ～ 5 9 歳 

＜ 地 域 別 ＞ 

名 古 屋 地 域 

尾 張 地 域 

西 三 河 地 域 

東 三 河 地 域 

男 性 

＜ 年 齢 別 ＞ 

6 5 歳 以 上 

自 営 業 

無 職 

＜ 職 業 別 ＞ 

勤 め 人 

（％） 



 

 
 

 

 
 

て

6
人

（５） 日

れる

  「
67.7

問 25 日本

 どの

 
日本人住民

て、「外国人

67.7%と最も

人に対し、日

日本人住民

るべき取組 
「外国人に対

7% 

本人住民と在

のような取組

民と在住外国

人に対し、日

も高く、続い

日本語の学習

と在住外国

対し、日本

在住外国人と

組に力を入れ

国人とが共に

本の生活ル

いて「外国人

習を支援する

国人とが共

本の生活ル

とが共に暮ら

れるべきだと

に暮らしやす

ルールや習慣

人に対する相

る」（41.1%）

9 

に暮らしや

ールや習慣

しやすい社

思いますか。

すい社会にし

慣、文化の違

相談体制や多

の順になっ

やすい社会

慣、文化の

会にしてい

。【○は複数

していくため

違いなどにつ

多言語での情報

っている。

会にしていく

違いなどに

くために、県

数可】 

めに行政が力

いて周知す

報提供を充実

くために行

について周

県や市町村な

力を入れるべ

る」と答え

実する」（46

件

行政が力を入

周知する」が

など行政は、

き取組につ

た人の割合

6.2%）、「外

件数＝1,447

入

が

 

 

い

が

国
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68.0

67.7

60.6

70.3

67.7

71.0

69.4

63.5

69.2

66.3

66.2

73.8

66.0

69.6

65.3

外国人に対し、日本の生活ルール

や習慣、文化の違いなどについて

周知する

42.2

49.9

43.1

46.7

48.4

49.4

45.1

41.1

49.5

45.5

44.8

45.4

49.5

48.6

42.9

外国人に対する相談体制や多

言語での情報提供を充実する

38.8

42.9

41.6

43.1

41.4

38.9

38.2

44.3

40.4

40.0

45.9

38.3

39.8

41.6

42.1

外国人に対し、日本語の学習

を支援する

31.8

28.6

25.5

29.7

35.2

26.4

29.5

30.2

32.2

29.1

29.3

29.1

35.0

30.4

28.9

外国人の子どもに対する教育

を充実させる

22.6

26.7

26.3

24.6

23.9

21.9

27.2

29.7

28.8

23.0

23.8

22.7

23.3

23.8

28.7

日本人と外国人との交流の場

をつくる

20.3

21.4

21.9

15.9

20.7

24.7

21.4

18.2

20.2

23.0

16.9

22.7

22.3

21.3

19.0

企業に対し、外国人の労働環

境の改善を促す

日本人住民と在住外国人とが共に暮らしやすい社会にしていくために行政が力を入れるべき 
取組（性別、年齢別、地域別、職業別） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜ 性 別 ＞ 

女 性 

1 8 ～ 2 9 歳 
3 0 ～ 3 9 歳 
4 0 ～ 4 9 歳 

6 0 ～ 6 4 歳 
5 0 ～ 5 9 歳 

＜ 地 域 別 ＞ 

名 古 屋 地 域 

尾 張 地 域 

西 三 河 地 域 

東 三 河 地 域 

男 性 

＜ 年 齢 別 ＞ 

6 5 歳 以 上 

自 営 業 

無 職 

＜ 職 業 別 ＞ 

勤 め 人 

＜ 性 別 ＞ 

女 性 

1 8 ～ 2 9 歳 
3 0 ～ 3 9 歳 
4 0 ～ 4 9 歳 

6 0 ～ 6 4 歳 
5 0 ～ 5 9 歳 

＜ 地 域 別 ＞ 

名 古 屋 地 域 

尾 張 地 域 

西 三 河 地 域 

東 三 河 地 域 

男 性 

＜ 年 齢 別 ＞ 

6 5 歳 以 上 

自 営 業 

無 職 

＜ 職 業 別 ＞ 

勤 め 人 

（％） 


